
部屋 2403 2404 2406 2403 2404 2406 2403 2404 2406 2403 2404 2406 2407
9 00 9 00 9 00 9 00

3/15（火） 3/16（水） 3/17（木） 3/18（金）

9:00 9:00 9:00 9:00

9:15 9:15 9:15 9:15

9:30 9:30 9:30 9:30
9:45 9:45 9:45 9:45

10:00 10:00 10:00 10:00

10:15 10:15 10:15 10:15

10:30 10:30 10:30 10:30

10:45 10:45 10:45 10:45

MIMOシステ
ム２
菅野

（KDDI研）

素子１
桧垣
（東芝）

伝搬損推定
北

（NTT）

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（人
体）
長

（千葉工大）

ミリ波・サブミ
リ波
福迫

（熊本大）

FSS１
中澤
（NHK)

DOA１
内田

（東芝）

Sパラ法
塚本
（ATR)

パッチ１
山口

（三菱電機）

開口面
出口

（同志社大）

9

大会プレナリ

10

11:00 11:00 11:00 11:00
11:15 11:15 11:15 11:15

11:30 11:30 11:30 11:30

11:45 11:45 11:45 11:45

12:00 12:00 12:00 12:00

12:15 12:15 12:15 12:15

12:30 12:30 12:30 12:30

12 45 12 45 12 45 12 45

MIMOシステ
ム３
村上
（NTT）

素子２
山本

（パナソニッ
ク）

屋内外伝播
岩井

（同志社大）

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（人
体）

高橋（応）
（千葉大）

スロットアレイ
１

西山
（佐賀大）

FSS２
三浦
（NiCT)

アダプティブ
堀

（小島プレス）

DOA２
市毛

（横国大）

昼休み 昼休み 昼休み 昼休み

スパイラル
川上

（福井高専）

パッチ２
広川

（東工大）

大会プレナリー

11

12

12:45 12:45 12:45 12:45

13:00 13:00 13:00 13:00

13:15 13:15 13:15 13:15

13:30 13:30 13:30 (キャンセル）13:55開始 13:30

13:45 13:45 13:45 13:45

14:00 14:00 14:00 14:00

14:15 14:15 14:15 14:15

14:30 14:30 14:30 14:30

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（Sim）
福迫・有馬

（熊本大、農工大）

測定１
黒川

（産総研）

伝搬チャネル
特性
唐沢

（電通大）

昼休み

UWB
山本

（北大）

スロットアレイ
２

高橋
（三菱電機）

伝搬応用
表

（ソフトバン
ク）

メタ
道下

（防衛大）

位置推定１
藤元

（福井大）

昼休み 昼休み

近距離MIMO
工藤

（NTTドコモ）

昼休み
昼休み

昼休み 昼休み 昼休み
昼休み

線状１
石井

（新潟大）

アレイ１
竹村

（日本工大）

昼休み 昼休み 昼休み

1

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（人
体）
森下

（防衛大）
2

14:30 14:30 14:30 14:30

14:45 14:45 14:45 14:45

15:00 15:00 15:00 15:00

15:15 15:15 15:15 15:15

15:30 15:30 15:30 15:30

15:45 15:45 15:45 15:45

16:00 16:00 16:00 16:00

16:15 16:15 16:15 16:15

測定２
笹森

（秋田県立
大）

ナ グ

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
（Sim）
佐藤

（新潟大）

ｼ ﾎﾟｼﾞｳﾑ

遮蔽損
市坪

（九州工大）

MIMOアンテ
ナ

大島
（電気興業）

MIMOシステ

ホーン
榊原

（名工大）

解析
稲沢

（三菱電機）

位置推定２
本間

（岩手大）

レーダ・流星
伝搬
前川

（大阪電通
大）

アレイ２
常川

（中部大）

対流圏伝播

英語セッショ
ン１
山田

（新潟大）

英語セッショ
4

線状・人体
斎藤

（千葉大）

（防衛大）

3

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（人
体）

16:30 16:30 16:30 16:30

16:45 16:45 16:45 16:45

17:00 17:00 17:00 17:00

17:15 17:15 17:15 17:15

17:30 17:30 17:30 17:30

メ
モ

アナログ
MIMO
塩見
（阪大）

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ
（Sim）平野
（東工大）

レイトレ
金

（新潟大）

ム１
菊間

（名工大）

スロット
小西

（広島工大）

漏れ波
陳

（東北大）

位置推定３
流田

（KDDI研）

対流圏伝播
山田
（NTT）

ン２
山口

（ソフトバン
ク）

4

5

線状２
前山

（拓殖大）

WPT
今井

（NTTドコモ）

体）
本田

（富山大）

シンポジウムセッション「人体周辺における無線システムを実現するアンテナ・伝搬技術」
オーガナイザー：高橋応明 (千葉大), 本田和博（富山大）

趣旨

携帯電話やウェアラブルデバイスを始めとした小形無線端末やボディエリアネットワークなど、
人体周辺で使用される無線システムが普及してきており、その研究開発が盛んになっていま
す 今後 人体周辺の電波利用技術の要求は益々幅広くかつ高度なものになるものと予想さ

シンポジウムセッション「最新のマルチスケール／マルチディメンションモデルシミュレーション技術」
オーガナイザー：福迫武（熊本大）, 有馬卓司（農工大）, 平野拓一（東工大）, 佐藤亮一 (新潟大)
共催：EST研, EMT研
趣旨
電磁界解析技術およびGPGPU・大型計算機等に代表される計算機の発展にともない，シミュレーション

の適応分野は広がっています．この発展により，これまでシミュレーションできなかった分野にまで適応
しようという研究が発展し いくつかの新しい技術が開発されています なかでも 物理的大きさのスす。今後、人体周辺の電波利用技術の要求は益々幅広くかつ高度なものになるものと予想さ

れます。従って、人体周辺での無線システム実現のためにアンテナ・伝搬技術が果たすべき
役割は非常に大きい。アンテナ設計、伝搬特性やチャネルモデルなど人体を含む電波利用に
関する技術的な課題は多岐に亘っています。本シンポジウムでは、人体周辺における無線シ
ステムを切り拓くアンテナ・伝搬技術について、最新の研究開発と課題について議論を行いま
す。

しようという研究が発展し，いくつかの新しい技術が開発されています．なかでも，物理的大きさのス
ケールが極端に異なる複数の構造を，統一的に解析するマルチスケールシミュレーションや，２次元問
題と３次元問題のような異なるモデルを組み合わせるマルチディメンジョンモデルシミュレーションに注
目が集まっており，今後重要性が増すと考えられます．本シンポジウムでは以上の状況を鑑み，AP研，
EMT研，EST研の3研究会による合同企画としてこれら技術に関する最新の研究成果と課題について議
論を行います．
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